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議会

美浜町議会議長

山口 和治
美浜町長

戸嶋 秀樹行政

れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
新

し
い
年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

美
浜
町
議
会
は
、
昨
年
3
月
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
議
員
4
名
を
新
た
に
迎
え
、

議
会
構
成
を
改
め
ま
し
た
。
新
体
制
の
も

と
、
議
会
や
議
員
と
し
て
の
活
動
を
充
実

さ
せ
、
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
身

近
に
感
じ
る
存
在
で
あ
る
町
議
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未

だ
に
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
旧
年
中
は
感
染
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
や
夏

フ
ェ
ス
タ
美
浜
、
町
民
レ
ガ
ッ
タ
等
を
3
年

ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
に
活

気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
広
報
活
動
と
し
て｢

美
浜

町
議
会
だ
よ
り｣

を
発
行
し
、
議
会
で
の

審
議
の
内
容
を
は
じ
め
、
町
の
動
き
や
議

会
活
動
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
議

会
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
知
恵

を
絞
り
、
汗
を
流
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
識
の
高
ま
り

等
、
社
会
の
変
化
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

な
が
ら
、
更
な
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
検

討
し｢

開
か
れ
た
議
会｣

の
推
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
第
13
回
全
国
原
子
力

発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

｢

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

原
子
力
〜
立
地
地
域
が
目
指
す
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
〜｣

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
各
地

域
の
立
場
や
意
見
の
異
な
っ
た
議
員
同
士

が
集
い
、
積
極
的
な
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
更
に
、
国
に
対
し
て
は
立
地
自

治
体
の
苦
労
を
理
解
し
、
そ
こ
に
住
む
住

民
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
乏
し
い
わ
が
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
前
面
に
立
っ
て
積
極
的

に
国
民
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
11
月
に
は
、
国
の
総
合

防
災
訓
練
と
し
て
、
県
・
関
係
市
町
・
原

子
力
事
業
者
等
が
一
体
と
な
っ
た
原
子
力

総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
町
原
子
力

新

災
害
対
策
本
部
等
の
運
営
訓
練
や
広
域
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
と
し
て

も
、
発
電
所
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
向

に
目
を
向
け
な
が
ら
、
継
続
的
な
訓
練
を

今
後
も
実
施
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
原
子
力

防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
を
強
く
求
め
て

い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
美
浜
町
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
等
の
大
き
な
課
題
が
山
積
み

で
す
。
こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
乗
り
切
る

た
め
に
は
、
町
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
、
自
主
性
・
自
立
性
の
あ
る
政
策
が
一

層
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の

転
換
期
を
見
据
え
、
経
済
社
会
活
動
の
再

興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
政

の
課
題
解
決
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

致
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

地域の魅力を生かし、

　　｢にぎわい｣のある

　　　　まちづくりを目指して

　

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り
が
6
月

2
日
に
開
業
し
ま
す
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
美
浜

駅
や
若
狭
美
浜H
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、
な
び

あ
す
と
の
相
乗
効
果
を
引
き
出
す
こ
と
で
、

誰
も
が
楽
し
く
交
流
で
き
る
、
ま
ち
づ
く
り

の
核｢

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン｣

の
機
能
を
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
町
内
の
中
学
生
や
高
校
生
を
対

象
に
、
町
の
将
来
を
自
ら
の
こ
と
と
し
て

考
え
、
地
域
愛
を
育
む
取
り
組
み
と
し
て

｢

地
域
あ
い
あ
い
ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ｣

を

開
催
し
ま
し
た
。
美
浜
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
は
町
の
大
切
な
宝
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
て
、
美

浜
ほ
っ
と
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
や

か
な
子
育
て
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2
つ
目
は｢

夢
と
希
望
・
活
気
あ
ふ
れ

る
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り｣

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
諸
物
価
の
高
騰
が
続
き
、

町
民
生
活
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
に
影
響
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

資
金
助
成
や
燃
油
支
援
等
の
対
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
実
情
に
応
じ
た

支
援
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に｢

わ
か
さ
美
浜
町

森
づ
く
り
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
１
０
０

年
先
を
見
据
え
た
森
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
た
も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

明

し
っ
か
り
と
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

3
つ
目
は｢

誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
・

住
み
た
く
な
る
・
応
援
し
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り｣

で
す
。

1
年
余
り
に
迫
っ
た
北
陸
新
幹
線
敦
賀

開
業
の
効
果
を
最
大
限
に
受
け
止
め
ら
れ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
魅
力
ア
ッ
プ
し
た
三
方
五
湖
レ

イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
天
空
テ
ラ
ス
等
の
山
頂
・

山
麓
公
園
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
4
月
に
は
、
レ
イ
ク
セ
ン

タ
ー
・
電
池
推
進
遊
覧
船
が
開
業
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
天
空
・
湖
周
・
湖
面
か
ら
魅

力
を
堪
能
で
き
る
三
方
五
湖
を
は
じ
め
、

新
庄
山
里
や
水
晶
浜
、
歴
史
文
化
等
、
町

の
魅
力
を
強
力
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
お
も
て
な
し
環
境
を
整
え
る
た
め

の
美
し
い
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
観
光
道
路
の

美
化
活
動
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
声
を
賜
り
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
の
源
泉｢

美
し
美
浜
の
地
域
愛｣

を
醸
成
し
、
子
や
孫
の
時
代
も
見
据
え
た

活
力
あ
る
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま
い

進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
町
行
政
に
対
し
て
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
4
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
皆

さ
ま
方
よ
り
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を

賜
り｢

美
し
美
浜｣

へ
の
道
の
り
を
着
実
に

歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
新
年
の
抱
負
を

申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
は
じ
め

に
、
原
子
力
行
政
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
異
常
気
象
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に

直
面
す
る
中
で
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る

必
要
性
や
重
要
性
等
、
国
民
意
識
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
は
、
新
増

設
や
リ
プ
レ
ー
ス
等
、
新
た
な
原
子
力
政

策
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
追
い
風
と
捉
え
つ
つ
、

誇
り
を
持
っ
て
、
国
策
へ
の
協
力
に
努
め
て

い
く
所
存
で
す
が
、
避
難
道
路
や
制
圧
道

路
の
多
重
化
・
強
靭
化
等
、
町
民
の
安
全

安
心
の
最
大
限
の
確
保
や
町
の
将
来
に
向

け
た
振
興
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
を
国
や

関
係
機
関
に
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
3
本
の
柱
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

1
つ
目
は｢

住
ん
で
い
る
こ
と
に
幸
せ
と

誇
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り｣

で
す
。

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
年

｢地域愛｣あふれる

　　　美
うま

し美浜を目指して

新年のご挨拶New Year greetings
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わたしの夢、語ります

大嶋　彩
あやね

音　さん　美浜東小学校6年(菅浜)

　私は本が大好きで、月に20冊くらい読みます。本は、

自分では体験できないようなことを体験させてくれます。

　そんな私の夢は、図書館司書になることです。本に関す

る仕事をして、誰にでも優しく、人を笑顔にできる人にな

りたいと思っています。

　夏休みには｢ジュニア司書｣を体験しました。おすすめの本

に順位をつけて紹介する体験がとても楽しく感じました。

　最近は本が電子化され、図書館で本を借りる人が少なく

なってきているように思います。将来、図書館司書にな

り、たくさんの人に図書館に来てもらえるような楽しいイ

ベントを考えて、図書館に来た人たちを笑顔にしたいと思

います。

CONTEMTS　目次 広報みはま2023年1月号

人を笑顔に

‐表紙の写真‐

　レインボーライン山頂公園か

ら撮影した日の出です。雨が続

き、なかなか決まらなかった撮

影日は、前日までの天気が嘘の

ような晴天となりました。

　放射冷却により気温は氷点

下。車の窓や地面は凍り付くほ

どの寒さの中、顔を出した太陽

は、日の出を待ち望んでいた私

たちに夜明けとぬくもりを届け

てくれました。

　雨が降った後に現れるという

雲海も写りこみ、天候に恵まれ

た1枚となりました。

2022-2023シーズン

12 月 1
いちご

5日オープン！

その他

◎イチゴ狩りは、完全予約制です。

◎ イチゴ狩りができる品種は、紅ほっぺ・

　章姫・よつぼし等 (※ ) です。

◎ イチゴ狩りの際は、年齢確認のため、運転

免許証等をご持参ください。
※生育状況により、イチゴ狩りができる品種に限りがあります。

JR 小浜線に乗って
お得にイチゴ狩り！

　HAMABERRY のイチゴ狩りを予約された方で、JR小浜線を利用して美浜駅を訪れた方には、
乗車券と引き換えに割引クーポン券を配布します。ご利用の際は、JR美浜駅の改札窓口で
｢イチゴ狩りを予約しています ｣とお伝えください。

【配布期間】
令和5年 1月 5日～ 2月 28日

※予算額に達した時点で終了となります。

【その他】
・他のクーポンとは併用できません。

・クーポン券は発行当日に限り有効です。

・クーポン券の利用は配布期間中1人 1回に限ります。

・定期乗車券は対象外です。

【料金】
大人　 2,800円▶ 1,700円
小人　 1,500円▶　 900円
幼児　　 700円▶  　400円
シニア 1,300円▶  　800円

お問い合わせ先
町まちづくり推進課
(担当・後藤)
☎32‐6701

45 分食べ放題

大人 (中学生以上 )

小人 ( 小学生 )

幼児 ( 満 3歳以上 )

シニア(満65歳以上)

2,800円

1,500円

700円

1,300円

料金

※ 令和 5年 4月 11日以降、料金及び食べ放題の時間
が変わります。詳細はホームページをご確認ください。

　HAMABERRY では、イチゴのパック販売

を行っています。かおり野・おいCベリー・

天使のいちご等、イチゴ狩りでは味わえない

品種を多数取り揃えています。

イチゴ販売

※生育状況により、販売する品種が異なります。

HAMABERRYで
Sweet Berry事業

予約可能時間

①午前9時 30分～ /②午前 10時 30分～

③午後1時 45分～ /④午後　2時 45分～

⑤午後3時 30分～ (不定期で受付 )

予約はこちら！

☎：0770‐47‐6099

町産業振興課　(担当・竹内) 　☎32‐6706
お問い合わせ先　㈱みはまアグリチーム　　　　☎47‐6099

乗ろう
よ！小

浜線

HAMABERRYで

2 新年のご挨拶

4 私の夢、語ります／表紙の写真／目次

5 若狭美浜HAMABERRY2022-2023シーズンオープン
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人権のつどい2022
ダンスの表現とエレクトーンの音色が彩る

　12月10日に、人権のつどい2022がなびあすで開催さ
れ、大前光市さんによる Dance ＆ Talk と 826aska さん
によるミニコンサートが行われました。
　大前さんは、ダンスを披露し、左足を失ったからこそでき
る表現を目指して練習に明け暮れたことを話されていました。
　その後行われた 826aska さんのミニコンサートでは、
心に響くエレクトーンの音色で観客を魅了していました。

↓日本舞踊を取り入れたダンスを披露する義足のプロダンサー大前さん

↑さまざまな音色を奏でるエレクトーンプレイヤー826askaさん

↓新鮮な魚を買い求める来場者

　11月 27 日に、美浜ハートフル朝市の感謝セール
が久々子の水神公園広場で開催されました。
　同朝市では、4月から 11月の毎週日曜日に地元農
家や魚卸売業者らが新鮮な食材等を販売しています。
　感謝セールには、町内外から約 100 人が訪れ、新
鮮な野菜や魚介類等を買い求めたほか、来場者への花
苗プレゼントや抽選会も行われました。

美浜の旬が一堂に集まる

↓森本教育長 (左 ) に目録を手渡す荒木健一常務理事 (右 )

　11月24日に、福井銀行教育福祉財団による教育機
材の贈呈式が町役場で行われました。
　これは、同財団の設立以来、毎年県内の小・中・高校
で行っているもので、今回は美浜東小学校と美浜中央小学
校に総合百科事典やテレビ、パソコン等を寄贈しました。
　目録を受け取った森本教育長は｢児童たちにはこの機
材を大切に使ってほしい｣と話していました。

教育機材贈呈式教育機材贈呈式
福井銀行教育福祉財団から町へ寄贈

↓｢大人は楽しい｣と題し、生徒らに講演する津田さん

　11月 17日に、俳優の津田寛治さんによる講演会が
美浜中学校で開催されました。
　この催しは、コロナ禍で行事の中止が相次ぐ中、生徒
たちの思い出に残る授業を届けようと、美浜中PTA研
修部等が企画したものです。
　津田さんは ｢好きなことに情熱を注げば仕事になる時
代。情熱があれば大丈夫。｣と生徒たちに語っていました。

津田寛治さんが美浜中で講演津田寛治さんが美浜中で講演
好きなことへの情熱を常に持って行動を

ハートフル朝市感謝セール

↓勢いよくスタートする小学生たち

11月 12日に、第3回MIHAMA KIDS EKIDENが
総合運動公園で開催されました。
　同大会は、子どもたちが交流し、体力づくりの成果
を発揮する場を設けようと、美浜町陸上競技協会が開
催したものです。
　参加した小・中学生ら約 60人は、秋晴れの下、競
い合いながら、懸命に襷

たすき

をつないでいました。

MIHAMA KIDS EKIDENMIHAMA KIDS EKIDEN
小・中学生が襷をつなぐ

↓美浜消防署員の説明を受ける園児たち

11 月 14 日に、幼年消防クラブ防火教室がみずう
み保育園で開催されました。
　同教室は、園児たちに正しい消防の知識を身に着け
てもらおうと、美浜消防署が実施しているものです。
　園児たちは、避難や消防車の乗車、防火服の着装等
を体験した後、防火紙芝居やカードゲーム等を通して、
楽しみながら知識を深めていました。

小さな頃から火の用心

みずうみ保育園防火教室みずうみ保育園防火教室

↓太田そばに舌鼓を打つ来場者

　11月 13日に、太田そば乾麺試食＆販売会が太田生
活改善センターで行われました。
　この催しは、太田そばをより多くの人に食べてもらお
うと乾麺を開発し、売り出した太田 enjoy 農楽舎が開
催したものです。
　来場者は、太田そばの試食に舌鼓を打った後、自宅等
で味わうため乾麺を買い求めていました。

太田そば乾麺試食＆販売会
打ちたてのそばが乾麺に
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

員
の
一
斉
改
選
に
伴
う
感
謝
状
贈

呈
式･

委
嘱
状
伝
達
式
が
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員･

児
童
委
員
は
、地
域

福
祉
の
向
上
や
児
童
の
健
や
か
な

成
長
等
を
目
的
に
、厚
生
労
働
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、地
域
で

の
相
談･

支
援
活
動
や
見
守
り
活

動
を
行
う
等
、行
政
や
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
て
、社
会
福
祉
の

増
進
や
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、6
年
以

上
委
員
を
務
め
ら
れ
た
3
人
に
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
及
び
町
長
感

謝
状
が
、3
年
以
上
委
員
を
務
め
ら

れ
た
27
人
に
県
知
事
感
謝
状
及
び

町
長
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
委
嘱
状
伝
達

式
で
は
、再
任
の
17
人
を
含
め
た
48

人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
の
交
付
に
あ
た
っ
て
、

戸
嶋
町
長
は｢

町
の
人
口
は
減
少
し

て
い
る
が
、世
帯
数
は
横
ば
い
で
あ

り
、高
齢
者
世
帯
が
3
割
を
超
え
て

い
る
。更
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化

に
よ
り
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。皆
さ
ん

に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
お
願
い
を
す
る

12

民生委員･児童委員及び主任児童委員の
一斉改選に伴う感謝状贈呈式･委嘱状伝達式を実施

ペ
ー
ン
の
出
発
式
が
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

国
で
は
、12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
の
1
週
間
を｢

人
権
週
間｣

と

定
め
て
お
り
、今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
戸
嶋
町
長
は｢

未
だ

に
不
当
な
差
別
や
ネ
ッ
ト
の
誹
謗

中
傷
等
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
。

誰
か
の
こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ

と
で
あ
る
と
受
け
止
め
、人
権
問

題
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

寒
い
時
期
で
は
あ
る
が
、町
内
の
事

業
所
等
を
巡
回
し
て
い
た
だ
き
、

12

第74回人権週間
街頭啓発キャンペーン出発式を実施

■ お問い合わせ先
　町住民環境課(担当･川尻)
　☎32‐6703

意
識
の
醸
成
に
尽
力
い
た
だ
き
た

い｣
と
街
頭
啓
発
に
向
か
わ
れ
る

皆
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
の
出
発

に
あ
た
り
、町
人
権
尊
重
啓
発
協

議
会
の
河
合
会
長
は｢

人
権
協
や

人
権
擁
護
員
、法
務
局
の
職
員
と

と
も
に
町
内
の
事
業
所
を
巡
回

し
、人
権
週
間
の
意
義
等
を
広
く

訴
え
て
い
き
た
い｣

と
出
発
に
あ

た
っ
て
の
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

隊
は
3
班
に
分
か
れ
て
街
頭
啓
発

に
向
か
い
、町
内
企
業
や
保
育
園
、

学
校
等
、町
内
全
域
を
巡
っ
て
人

権
週
間
の
啓
発
や
啓
発
物
品
の
配

布
等
を
行
い
ま
し
た
。

月
6
日
に
、第
74
回
人
権

週
間
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン

■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･本間)
　☎32‐6704

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、ま
ち
づ
く

り
を
子
や
孫
の
世
代
ま
で
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
社
会
福
祉
協
議
会
の

乙
見
会
長
は｢

民
生
委
員
は
、住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
乗
り
、

援
助
を
行
う
こ
と
が
職
務
と
な
っ

て
い
る
。最
も
大
切
な
こ
と
は
、地

域
の
方
々
と
協
力
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
だ
と
思
う
。地
域
福
祉
の

O
N
E
 T
E
A
M

の
要
と
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い｣

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

(

関
連
第
21
頁)

↑出発式であいさつをする河合会長

月
1
日
に
、民
生
委
員･

児

童
委
員
及
び
主
任
児
童
委

住
民
税
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
　
2
月
16
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

敦
賀
税
務
署　

☎
22
‐
１
０
１
０

　

町
税
務
課(

担
当･

大
同)

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
確
定
申
告

国税庁ホームページへアクセスステップ①

確定申告書の作成･送信は
国税庁ホームページから!!

検 索確定申告

ステップ②

ステップ③

申告書を作成

e-Taxで送信して提出

印刷して郵送等で税務署へ提出すること
もできます。
ぜひ、ご活用ください。

①24時間いつでも利用可能です。

②税務署に行く必要がありません。

③ 自動計算されるので、計算間違い
　がありません。

④ データを保存すれば、いつでも作業
　を再開できます。

⑤ 保存したデータは翌年以降も利用
　できます。

メリット

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
ぜひ、ご活用ください。

●
会
場　

敦
賀
税
務
署
4
階

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
7
‐
3)

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、午
後
4
時
前
で
あ
っ

て
も
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
時
間　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

◎
所
得
税
の
確
定
申
告

※
申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
は
、

申
告
者
本
人
の
ほ
か
、
控
除
対
配
偶
者
、
扶

養
親
族
等
も
必
要
で
す
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
提
出
に
は
、本
人
確
認
書
類
の

提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　

国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
詳

し
い
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ｢

社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉｣

を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

　

令
和
4
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
の

提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

(

本
人
確
認
書
類
の
例)

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等

↑ 国税庁
　ホームページ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
と
税

額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税

の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
等
が
作

成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
等
を
作
成
し
た
後
は
、
同

コ
ー
ナ
ー
か
ら
そ
の
ま
ま｢

ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ｣

を
利
用
し
て
税
務
署
に
送
信
で
き
る

ほ
か
、
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し

て
郵
送
等
で
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

感染症対策
来場の際は、マスクの着
用をお願いします。また、
体調のすぐれない方は来
場をご遠慮ください。

■
延
長
受
付
を
行
い
ま
す

※
受
付
は
午
後
6
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
住
民
税
申
告
の
受
付
に
限
り
ま
す
。

(

確
定
申
告
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん)

　

申
告
受
付
の
時
間
内
に
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
延
長
受
付
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
受
付
体
制
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
急
き
ょ
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
時
間

午
後
5
時
30
分
か
ら
7
時　

●
日
程

2
月
17
日(

金)

3
月
9
日(

木)

3
月
13
日(

月)

●
時
間

午
前
9
時
か
ら
11
時
ま
で

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で　

●
会
場

役
場
町
民
プ
ラ
ザ

◎
住
民
税
申
告

住
民
税
の
申
告
会
場
は
、
例
年
大
変

混
雑
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
多
く
の
方

が
集
ま
る
状
況
を
避
け
る
た
め
、
電
子

や
郵
送
に
よ
る
申
告
等
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
告
の
受
付
は
事
前
予
約
制
で
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
、
広
報
み
は
ま
2
月
号
や
行
政

↑一人ひとりに感謝状を授与する戸嶋町長

↑町内の事業所を訪れ啓発物品を配布するキャンペーン隊
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

　

冬
季
は
、
気
温
の
低
下
に
よ
り
水
道
管

が
凍
結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水

道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

●

凍
結
を
防
ぐ
に
は

･

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
く

･

就
寝
前
に
蛇
口
を
若
干
開
け
て
お
く

冬
季
の
水
道
管
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

橋
本
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問 ●

万
が
一
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
、
ぬ
る
ま

  

湯
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
で
解
凍
す
る

●

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止

  

め
て
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

  

修
理
を
依
頼
す
る

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

渡
辺
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
も
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、

作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
火
災
発
生
時
に

消
火
活
動
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
火
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
‐
１
１
９
０

問

※ この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの収益の一部を財源として、宝くじの普及広報事業を目的として
各種のコミュニティ活動を対象に助成するものです。

コミュニティ助成事業で整備しました

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を現役世代みんなで支
え合おうという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の学生･農林漁業者･自営業者･無職の方等(国民年金第
1号被保険者)は、国民年金に加入することが義務付けられています。

● 学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
● 納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

国民年金のポイント

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

● 将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
● 年金は老後のためだけのものではありません
国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一のときに受け取り可能

な｢障害年金｣や｢遺族年金｣があります。

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所　　  ☎ 23‐9904
　　　　　　　　　町住民環境課 (担当 ･田辺有羽 )　 ☎ 32‐6703

20歳になったら国民年金

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

古
い
引
込
設
備(

保
安
器
・
引
込
線)

の
撤
去
を
行
い
ま
す

軽
自
動
車
の
新
制
度
に
つ
い
て

●

軽
Ｏ
Ｓ
Ｓ

　

令
和
5
年
1
月
か
ら
軽
Ｏ
Ｓ
Ｓ(

軽
自

動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス)

が
開
始

さ
れ
ま
す
。
新
車
購
入
時
の
軽
自
動
車
保

有
関
係
手
続
き
が
、
パ
ソ
コ
ン(

※)

か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
い
つ
で
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

町
税
務
課(

担
当･

田
邊
）

☎
32
‐
６
７
０
２

問

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

●

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

　

令
和
5
年
1
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ(

軽

自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム)
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

普
通
車
と
同
様
、
車
検
の
際
に
検
査

窓
口
で
の
納
税
証
明
書
の
提
示(

※)

が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す
が
、
中
古
車
購

入
の
直
後
や
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納

が
あ
る
場
合
等
は
、
紙
の
納
税
証
明
書

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

困
り
の
場
合
は
、
町
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
納
付
方
法
に
よ
っ
て
は
、

納
付
情
報
が
登
録
さ
れ
る
ま
で
に
相
応
の
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。車
検
を
お
急
ぎ
の
場
合
は
、

早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

対
象
車
両

　

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
と
軽
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
対
象
車

両
は
軽
四
輪
や
軽
三
輪
の
軽
自
動
車
で

す
。
二
輪
や
原
付
、
小
型
特
殊
に
つ
い
て

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、

地
方
税
共
同
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑ 地方税共同機構
　ホームページ

　

町
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
更

新
に
伴
い
、
使
わ
な
く
な
っ
た
古
い
引
込

設
備(

家
の
軒
下
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る

保
安
器･

引
込
線)

の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

　

撤
去
は
、
家
の
敷
地
に
入
り
作
業
を
行

い
ま
す
が
、
原
則
、
家
の
中
に
は
入
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
立
ち
会
い
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
事
前
の
日
程
調
整
の
際
に
お
申
し

付
け
い
た
だ
く
か
、
美
方
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
㈱
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
東
地
区
は
、
令
和
3
年
度
に
撤
去
済
み

●

対　

象

北
・
南
・
耳
地
区
の
方

●

期　

間

　

令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
順
次
実
施

●

そ
の
他

　

家
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
音
声
告
知
受

信
端
末
機
は
、
令
和
5
年
度
に
撤
去
す
る

予
定
で
す
。

※
東
地
区
は
、
令
和
3
年
度
に
撤
去
済
み

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

(

担
当･

山
野)  

☎
32
‐
６
７
１
６

美
方
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

☎
32
‐
３
４
０
０

問 ●

作
業
内
容

　

①
電
柱
と
建
物
を
つ
な
ぐ
引
込
線

　

②
建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
保
安
器

↑保安器

　早瀬区自主防災会では、令和4年度コミュニティ助
成(自主防災組織育成)事業により、防災用資機材を整
備しました。

◆自主防災組織育成(早瀬区自主防災会)

↑防災用資機材 ((左から )インバーター発電機、倉庫 )

↑防災用資機材 ((左から )ハロゲンランプ、バルーン投光器、工具 )

　郷市区では、令和4年度コミュニティ
助成(一般コミュニティ助成)事業により、祭礼用物品を
整備しました。

↑祭礼用物品 (( 左から )羽織、袴 )

◆一般コミュニティ助成(郷市区)

↑祭礼用物品 ((左から )長じゅばん、プロジェクター、スクリーン )

自主防災組織育成に関すること※お問い合わせ先 町エネルギー政策課(担当・山野) ☎32‐6716
一般コミュニティ助成に関すること 町歴史文化館(担当・八木)　　　 ☎32‐0027
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教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

1
月
17
日(

火)

午
後
7
時
〜
8
時

●

日　

時

●

会　

場

な
び
あ
す

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

古
市)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申　

込

1
月
10
日(

火)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

子
ど
も

○
育
児
講
座

◆
赤
ち
ゃ
ん
リ
ト
ミ
ッ
ク

1
月
17
日(

火)

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
親
子

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

内　

容

　

抱
っ
こ
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●

定　

員

10
組

●

申　

込

12
月
23
日(

金)

〜

1
月
12
日(

木)

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

加
藤)

☎
32
‐
０
１
９
２

問
　
　

不
妊
治
療
費
助
成
に
関
す
る
こ
と

　
　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
22
‐
３
７
４
７

　
　

交
通
費
助
成
に
関
す
る
こ
と

　
　

町
子
ど
も
・
子
育
て

　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

山
口)

☎
32
‐
０
１
９
２

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

令
和
5
年
美
浜
消
防
団

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

1
月
8
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日
時

●

内
容･

場
所

①
一
斉
放
水

午
前
10
時
〜
10
時
10
分

(

耳
川
橋
南
側
耳
川
左
岸)

②
分
列
行
進

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
40
分

(

は
あ
と
ぴ
あ
東
側
町
道)

③
観
閲
式

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
30
分

(

美
浜
消
防
署
西
側
消
防
訓
練
場)

※
悪
天
候
の
場
合
、
は
あ
と
ぴ
あ
で
実
施

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
‐
１
１
９
０

問 ●

そ
の
他

　

荒
天
ま
た
は
災
害
等
の
発
生
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※お問い合わせ先　 町住民環境課 (担当 ･山本 )　 ☎ 32‐6703

マイナンバーカードを使ってコンビニでお得に証明書が取得できます

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で
禁止されています。寄附禁止のルールを守り、明るい選挙を実
現しましょう。次のものも、政治家の寄附禁止の対象となります。
■お祭りへの寄附 ･差し入れ

■落成式 ･開店祝等の花輪

■お歳暮 ･お年賀

■秘書等が代理で出席する場合の結婚祝 ･香典

■葬儀の花輪 ･供花

■入学祝・卒業祝

※お問い合わせ先  町総務課･町選挙管理委員会事務局(担当･山口) ☎32‐6700

※詳しくは総務省のホームページをご覧ください。

三ない運動

贈らない！ 求めない！ 受け取らない！

町総務課･町選挙管理委員会事務局(担当･山口) ☎32‐6700

■地域の運動会 ･スポーツ大会への飲食物等の差し入れ

■町内会の集会や旅行等の催物への寸志･飲食物の

　差し入れ

■病気見舞い

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
を
望
ま
れ
る
方
が
安
心
し
て

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県
で
は
、

特
定
不
妊
治
療
の
自
己
負
担
額
が
基
本

的
に
6
万
円
を
超
え
な
い
よ
う
助
成
し

て
い
ま
す
。

●

対
象
と
な
る
治
療

　

①
保
険
適
用
と
な
る
特
定
不
妊
治
療

　
　

(

先
進
医
療
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合
を
含
む)

　

② ｢

国
で
審
議
中
の
技
術｣

と
組
み
合

　
　

わ
せ
て
実
施
す
る
特
定
不
妊
治
療

　

③
保
険
適
用
の
回
数
が
終
了
し
た
後
の

特
定
不
妊
治
療

●

申
請
期
限

　

治
療
が
終
了
し
た
日
が
属
す
る
年
度
内

　令和 5年 2月 1日より、全国のコンビニエンスストア等に設置されているマルチ
コピー機から住民票等の公的な証明書を取得できるようになります。
　また、令和 7年 3月 31日までの間、コンビニ等で下記証明書を取得する場合、
役場窓口よりも交付手数料が安くなります。
　コンビニ等で証明書を取得するには、マイナンバーカードが必要です。マイナンバー
カードをお持ちでない方は、是非この機会に申請をお願いします。

証明書の種類 窓口での
手数料

コンビニ等
での手数料
(R7.3.31 まで )

コンビニ等で発行できない証明書

住民票の写し 300円 150円 ・住民票コード及び個人番号記載のもの

印鑑登録証明書 300円 150円

戸籍謄本・抄本 450円 300円 ・現在戸籍以外 (除籍・改製原戸籍謄抄本 )

戸籍の附票の写し 300円 150円

所得課税証明書 300円 150円

・現年度分以外の証明書
・未申告の方のもの
・ 当年 1月 1日以降に転入または転出をした方の
もの

■取得できる証明書一覧

■利用可能時間
午前6時30分～午後11時(※)
※  役場が閉庁している土・日・祝日も利
用可能です。ただし、メンテナンス等
により停止する場合があります。

■証明書交付の手順
　店舗に設置されているマルチコピー機の画面に表示されてい
る行政サービスを選択すると利用開始となります。店舗によって
画面表示が異なりますので、ご注意ください。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー

ル

(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
七
草
が
ゆ
と

　
　

も
ち
っ
と
白
玉
団
子
汁
づ
く
り
教
室

▼
1
月
7
日(

土)

／
9
日(

月
・
祝)

　

両
日
と
も
に
午
前
10
時
〜
正
午

●

日　

時

●

費　

用

１
，
２
０
０
円

●

申　

込

要
予
約

　

春
の
七
草
の
お
粥
と
、
肉
だ
ね
を
白
玉

粉
で
包
ん
だ
白
玉
団
子
入
り
の
お
汁
を
作

り
ま
す
。

●

定　

員

各
日
6
家
族
・
グ
ル
ー
プ

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
2
〜
3
名
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
心
の
健
康
相
談

毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
日

●

日　

時

●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

●

内　

容

精
神
科
医
や
保
健
師
が
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
保
健
課
☎
22
‐
３
７
４
７

問 ※
1
月
は
16
日
と
23
日
に
な
り
ま
す
。

●

方　

法

対
面
に
よ
る
個
別
相
談

●

費　

用

無
料

美浜西小学校前に住宅分譲地を整備します
　町では、人口減少対策として、若者や

子育て世代に魅力のある住宅分譲地を整

備します。

　分譲価格等の詳細は、今後広報みはま

や町ホームページ等でお知らせします。

■区画数
6区画程度

■分譲開始
令和5年 7月
( 予定 )

■場所

みずうみみずうみ
保育園保育園 美浜西美浜西

小学校小学校

国道27号線国道27号線

農道西郷45号線農道西郷45号線
(梅街道 )( 梅街道 )

至敦賀至敦賀

至小浜至小浜

分譲分譲
予定地予定地

JJR 小浜線R小浜線

分譲に関すること　町まちづくり推進課 移住定住・集落元気推進室
　　　　　　　　　　　　　　  (担当・浅妻/市川)  ☎32‐6701

※お問い合わせ先　工事に関すること　町土木建築課(担当・市原/畠中)  ☎32‐6707

マイナポイントの
手続きは2月末が
期限です。
お忘れなく！

●

交
通
費
助
成

町
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
特
定
不
妊
治
療
に
要
す
る
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令和5年
2月1日～
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和4年9月26日～)

関
西
経
済
連
合
会
と
福
井
県
原
子
力

　
　

発
電
所
所
在
市
町
協
議
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

11
月
22
日
に
、
関
西
経
済
連
合
会
と
福

井
県
原
子
力
所
在
市
町
協
議
会(

会
長
・

戸
嶋
町
長)

と
の
意
見
交
換
会
が
町
内
で

開
催
さ
れ
、
会
長
の
戸
嶋
町
長
と
、
会
員

の
山
口
町
議
会
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
立
地
自
治
体
で

あ
る
敦
賀
市
、
美
浜
町
、
高
浜
町
、
お
お

い
町
と
電
力
消
費
地
域
で
あ
る
関
西
の
経

済
会
の
代
表
者
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

原
子
力
政
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

相
互
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
対

面
で
の
開
催
は
4
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
西
経
済
連
合
会
地
球
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
の
金
花
担
当
副
会
長

(

川
崎
重
工
会
長)

の
ほ
か
、
委
員
6
名
が

来
町
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
航
行

す
る
電
池
推
進
遊
覧
船
を
視
察
し
ま
し
た
。↑電池推進遊覧船の視察

そ
の
後
、
懇
談
会
会
場
に
移
動
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で｢

エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
、
電
力
の
需
給

逼
迫
状
況
の
常
態
化
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
に
直
面
し
て
い
る
中
、
原
子
力
発
電
に

対
す
る
国
民
の
意
識
と
理
解
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
最
近
は
政
府

や
民
間
レ
ベ
ル
で
も
一
歩
進
ん
だ
動
き
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
と
感
じ

て
お
り
、
引
き
続
き
関
西
経
済
連
合
会
の

皆
さ
ま
と
協
力
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
金
花
担
当
副
会
長
も

｢

科
学
的
に
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
子

力
発
電
所
の
有
効
活
用
や
新
増
設
・
リ
プ

レ
ー
ス
方
針
の
明
確
化
、
次
世
代
原
子
炉

の
開
発
・
普
及
等
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
、
政
府
に
要
望
し
て
い
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
井
県
原
子
力
所
在
市
町
協

議
会
会
員
と
関
西
経
済
連
合
会
の
地
球
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
の
委
員
で｢

エ

ネ
ル
ギ
ー
危
機
へ
の
対
応
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の
原
子
力
発

電
所
の
必
要
性｣

や｢

２
０
２
５
年
大
阪

万
博
に
お
け
る
地
域
振
興｣

等
、
原
子
力

政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
地
域
振
興
等

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

↑意見交換会の冒頭であいさつをする戸嶋町長

↑関西経済連合会の委員と意見交換を行う協議会会員

　

意
見
交
換
会
終
了
後
、
関
西
経
済
連
合

会
の
委
員
の
方
々
は
、
美
浜
町
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
き
い
ぱ
す
を
見
学

し
、
当
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
運
転
中
の

美
浜
発
電
所
を
視
察
し
て
安
全
対
策
等
の

取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

広
域
避
難
先
の
大
野
市
職
員
が

美
浜
発
電
所
等
を
見
学

　

町
で
は
、
万
が
一
の
原
子
力
災
害
発
生
に

備
え
て
広
域
避
難
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

避
難
先
と
し
て｢

大
野
市｣

と｢

お
お
い

町｣

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
お
お
い
町
に
つ

い
て
は
、
11
月
4
日
か
ら
6
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
で
広
域

避
難
計
画
の
避
難
手
順
等
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

11
月
25
日
、
も
う
1
つ
の
避
難
先
で
あ

る
大
野
市
の
職
員
を
対
象
に
、
発
電
所
の

安
全
対
策
や
事
故
時
の
広
域
避
難
計
画
等

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
美

浜
発
電
所
等
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
野
市
の
防
災
防
犯
課
や
税

務
課
の
ほ
か
、
同
市
で
避
難
所
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
く
関
係
課
か
ら
8
名
が
参
加

し
、
大
野
市
か
ら
移
動
中
の
バ
ス
車
内
で
町

職
員
か
ら
原
子
力
防
災
や
広
域
避
難
計
画

の
概
要
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
実
際

の
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

↑きいぱすで説明を受ける参加者

　

町
に
到
着
後
、
き
い
ぱ
す
で
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
学
び
、
美

浜
発
電
所
で
発
電
所
の
概
要
や
安
全
対
策

工
事
、
１
・
２
号
機
の
廃
止
措
置
の
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
原
子
力
発
電
の
必

要
性
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま

し
た
。

　

大
野
市
の
職
員
の
方
か
ら
は｢

原
子
力

発
電
所
や
広
域
避
難
計
画
等
の
説
明
を
受

け
勉
強
に
な
っ
た｣｢

広
域
避
難
計
画
に
沿
っ

て
、
避
難
の
受
け
入
れ
を
行
う
際
の
対
策
に

つ
い
て
、
今
ま
で
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
今
回
の
見
学
会
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
き
た
い｣

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
、
万
が
一
の
原
子
力
災

害
時
に
広
域
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
、

住
民
避
難
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

住
民
避
難
先
で
の
広
域
避
難
計
画
に
関
す

る
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

↑発電所構内で説明を受ける参加者

西
村
経
済
産
業
大
臣
が

美
浜
発
電
所
を
視
察

12
月
4
日
に
、
西
村
康
稔
経
済
産
業
大

臣
が
美
浜
発
電
所
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、国
で
は
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
を
受
け
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
原
子
力
政
策
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
議
論
を
進
め
て
お
り
、
今

回
の
視
察
は
、
美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策

の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
や
立
地
自
治
体

の
首
長
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
今
後
の

政
策
立
案
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

発
電
所
の
視
察
後
、
戸
嶋
町
長
は
、

立
地
自
治
体
の
首
長
で
あ
る
敦
賀
市
長
、

高
浜
町
長
、
お
お
い
町
長
と
と
も
に
、

西
村
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
し
、

そ
の
中
で
、
次
の
5
項
目
に
つ
い
て
西
村

大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

④
立
地
地
域
の
持
続
的
振
興
に
つ
な

が
る｢
将
来
像｣

の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

⑤
原
子
力
政
策
の
方
向
性
が
明
確
化

さ
れ
た
際
は
、
遅
滞
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
反
映
し
、
機
動

的
に
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

要
望
に
対
し
、
西
村
大
臣
は｢

関
係
省

庁
を
含
め
て
、
道
路
等
防
災
対
策
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。
今
後
も
安
全
性
の

確
保
を
大
前
提
に
し
な
が
ら
運
転
期
間
や

次
世
代
革
新
炉
の
研
究
・
開
発
に
つ
い
て

責
任
あ
る
方
向
性
を
年
末
ま
で
に
示
し
た

い｣

と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

↑西村大臣 (中央右寄り)に要望する
　戸嶋町長 (左 )

※
8
月
24
日
の
第
2
回
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
に
お
い
て｢
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
遅
滞｣

解
消
の
た
め
に
政
治
決
断

が
求
め
ら
れ
る
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た｢

再
稼
働

へ
の
関
係
者
の
総
力
の
結
集｣｢

安
全
第
一
で
の
運
転

期
間
延
長｣｢

次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・
建
設
の
検

討｣｢

再
処
理
・
廃
炉
・
最
終
処
分
の
プ
ロ
セ
ス
加

速
化｣

の
4
項
目
の
こ
と
。

①
万
が
一
の
原
子
力
災
害
時
の
安
全

安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る
避
難
道

路
及
び
制
圧
道
路
の
多
重
化
・
強

靭
化
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
。

②
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
ん

だ
次
世
代
革
新
炉
の
開
発･

建
設

の
推
進
に
向
け
た
新
増
設･

リ
プ

レ
ー
ス
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、

具
現
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
。

③
Ｇ
Ｘ
実
行
委
員
会
の
会
議
で
示
さ

れ
た｢

原
子
力
政
策
に
係
る
4
項

目
の
検
討
事
項(

※)｣

の
実
現
に



文

芸

欄

ふるさと昔
よもやま話

2023.1 月号17 16広報みはま

シ
リ
ー
ズ
137

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
155

お問い合わせ先　町住民環境課　(担当・武田) 　☎32‐6703

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

岸
本
　
和
子
（
松
　
原
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

成
田
　
和
夫
（
中
　
寺
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

山
本
　
善
昭
（
竹
　
波
）

短
　
歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

仕
事
終
へ
微ま
ど
ろ睡
め
る
夫
な
が
む
れ
ば

　
　
　
　
背
負
ひ
し
事
の
多
き
を
思
ふ

納
豆
は
日
本
に
の
み
と
思
ひ
し
に

　
　
　
　
モ
ン
ゴ
ル
に
て
も
あ
る
と
聞
き
た
り

雲
流
れ
皆
既
月
食
赤
銅
の

　
　
　
　
家
族
と
眺
め
月
を
語
ら
ふ

月
食
と
関
係
あ
り
や
あ
く
る
日
の

　
　
　
　
陽
は
ま
ん
ま
る
く
海
の
彼
方
へ

朝
夕
に
冷
た
さ
感
じ
る
季
節
な
り

　
　
　
　
夜
明
け
は
遅
く
陽
の
入
り
早
く

夕
暮
れ
に
国
吉
城
址
の
山
昏く
ら

し

　
　
　
　
幽か
す

か
に
掛
か
る
上
弦
の
月

｢

ご
飯
だ
よ
ハ
イ
と
座
れ
る
果
報
者｣

　
　
　
　
糟
糠
の
妻
わ
れ
へ
の
名
句

拙つ
た
なき
も
良
き
師
や
友
に
恵
ま
る
る

　
　
　
　
集
ひ
し
今
日
も
短う

た歌
に
い
そ
し
む

(129)

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
令

和
5
年
1
月
9
日
ま
で
秋
季
企
画
展｢

若

越
城
の
会
30
年
の
歩
み
③｣

を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

同
会
は
昭
和
63
年
か
ら
令
和
元
年
ま

で
活
動
し
、
30
年
間
に
２
０
０
以
上
の

城(

跡)

を
訪
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年
度

の
企
画
展
示
で
は
、
同
会
の
30
年
に
渡

る
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
広
報

み
は
ま
で
も
7
・
9
・
11
月
号
に
わ
た

り
、
そ
の
歴
史
の
一
部
を
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
同
会
が
閉
会
ま
で
持
ち
続

け
た
モ
ッ
ト
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

｢

城
を
訪
ね
、
歴
史
の
息
吹
に
触
れ
る｣

で
す
。
閉
会
か
ら
3
年
余
り
が
過
ぎ
た

今
、
そ
の
精
神
は
ど
う
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

県
内
で
は
令
和
3
年
5
月
に｢

ふ
く
い

城
巡
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

実
行
委
員
会
が

発
足
し
、
県
内
の
城
の
魅
力
を
広
め
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
進
め
る
連

携
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
14

市
町
と
観
光
協
会
や
各
城(

跡)

の
保
存
会

等
15
団
体
か
ら
な
り
、
美
浜
町
も
こ
れ

に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
当
館
の
国
吉
城
歴
史
講

座
が
合
同
で
国
吉
城
址
の
見
学
会
を
開

催
し
、
県
内
外
か
ら
50
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
そ
の

後
の
講
座
に
ご
参
加
い
た
だ
く
方
も
多

く
、
見
学
会
で
は
参
加
者
が
相
互
に
意

見
交
換
す
る
場
面
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
御ご
じ
ょ
う
い
ん

城
印
等
、
城
の

記
念
品
が
充
実
し
、
そ
の
収
集
を
き
っ

か
け
に
城
巡
り
を
始
め
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
令
和
4
年
春

に
国
吉
城
を
含
め
た
14
城
の
限
定
御
城

印
を
一
斉
に
販
売
し
、
国
吉
城
址
に
も

多
く
の
方
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

城
の
見
方
や
楽
し
み
方
が
多
様
化
し

た
背
景
に
は
、
城
を
愛
し
、
歴
史
に
思

い
を
は
せ
る
人
々
の
熱
意
が
あ
り
ま

す
。
近
年
、
県
内
各
地
で
は
有
志
に
よ

る
城(

跡)

を
活
用
し
た
町
お
こ
し
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
内
で
も
、
今

年
2
月
に｢

一
般
社
団
法
人　

佐
柿
国

吉
１
０
０
年
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会｣

が

発
足
し
、
国
吉
城
址
及
び
旧
城
下
町
佐

柿
の
Ｐ
Ｒ
と
合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
集

落
運
営
を
目
指
し
て
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
10
月
に
は
、
同
委
員
会
の
設
立

を
記
念
し
て
国
吉
城
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
会
場
と
な
っ
た
当
館
は
多
く
の
方

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

｢

城
を
訪
れ
、
自
ら
の
目
や
耳
で
歴
史

の
息
吹
に
触
れ
る
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
―｣

若
越
城
の
会
は
閉
会
の
や
む

な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

思
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
々
に
受
け

継
が
れ
、
福
井
の
城
を
守
り
、
伝
え
て

い
く
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
館
も
こ

れ
ま
で
国
吉
城
に
限
ら
ず
、
城
の
魅
力

を
多
様
な
視
点
か
ら
発
信
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
そ
の
一
助
と
な
る
活
動

を
展
開
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）

↑  ふくい城巡りプロジェクト・
　当館共催 ｢国吉城址を巡ろう ｣　
　の様子 (令和 4年 5月 28日 )

福井の城の現
い ま

在
～若越城の会が遺したもの～

　ウォームシェアふくいは、県全体での節電・省エネを図るとともに、地域

経済の活性化にもつなげる取り組みです。

冬の寒い日は、家庭での電気使用量の半分以上をエアコンが占めています。

複数のエアコン使用をやめ、なるべく 1部屋に集まる工夫をしたり、家庭の

暖房を止めて外出したりするだけで、エネルギーの消費を減らせます。

　公共施設等でゆったりとあたたかく過ごしたり、スポーツをしたり、飲食店に

出かけたりして楽しむのもウォームシェアです。　

ウォームシェア

地球温暖化防止に向けた取り組み

　県では、地球温暖化対策への理解を深め、自発的な省

エネの取り組みにつなげるため、温暖化ストップ県民運

動 ｢ゼロカーボンアクション ｣事業を実施しています。

　ゼロカーボンとは、地球温暖化の原因である温室効果

ガスの多くを占める二酸化炭素の排出量を実質ゼロにす

ることです。

　県では、令和2年 7月に、2050年までにゼロカーボンを目指すことを宣言しました。この目標の達成には、

二酸化炭素の排出量削減と森林整備等による吸収源対策を総合的に進めていくことが重要です。

ふくいウォームシェア

ウォームシェアふくいQRスタンプラリー2022

　地球温暖化対策となる行動への自発的な取り組みへつなげるための活動の一環として ｢ウォームシェアふく

いQRスタンプラリー2022｣ を実施しています。　

　県内各所にあるウォームシェアスポットに足を運んで、みんなで暖かく楽しい時間をシェアしませんか。

▶期　間：2月 28日まで

▶参加方法

施設名称 施設所在地

美浜町生涯学習センターなびあす 郷市29-3

美浜町立図書館 郷市29-3

美浜町歴史文化館 河原市8-8

若狭国吉城歴史資料館 佐柿25-2

美浜町エネルギー環境教育体験館きいぱす 丹生62-1

美浜原子力 PRセンター 丹生66-5-23

敦賀信用金庫　美浜支店 郷市13-4-1

地域の暖かい場所で

　環境ふくい推進協議会では、地球温暖化防止に

向けた取り組みとして、県と共催で｢ウォームシェ

アふくい ｣を実施しています。

　家庭の暖房を消して、地域の暖かい場所 (ウォー

ムシェアスポット)に出かけることで、楽しみなが

ら節電しましょう。

　環境ふくい推進協議会では、地球温暖化防止に

【町内のウォームシェアスポット】
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子育てを応援します
～民生児童委員・主任児童委員～

※ お問い合わせ先
　町子ども･子育てサポートセンター
　　(担当･山口)　☎32‐0192

　町には、地域で子育てを見守り応援している人がたくさんいます。今月号では、

民生児童委員と主任児童委員の取り組みをご紹介します。 放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

ひきこもり等の悩みを
１人で抱え込んでいませんか？

～民生児童委員・主任児童委員～

※お問い合わせ先　　町健康福祉課 (担当･中西)　☎32‐6704

【作り方】　
① 白菜は、ざく切りに、白ネギは、斜め切りにする。
　マイタケは、食べやすい大きさにほぐす。
②豚肉は、粒マスタードを薄く塗っておく。
③ 耐熱容器に、白菜、もやし、ネギ、豚肉、マイタケの順で
重ねてだし汁をふりかける。

④ ラップでしっかり覆い、600Wで 5分間、加熱をする。そ
のまま 2分くらい蒸らし、ポン酢をかけるか、つけて食べる。
豚肉に野菜を巻いて食べると、さらに美味しさアップです。

◎レンジで簡単豚しゃぶ風 お酒によく合う
野菜のヘルシーレシピ！

■ミニさくらんぼ(出張子育てひろば)
　ミニさくらんぼの対象児のお宅を訪問し、開

催案内のチラシ配布やミニさくらんぼへの参加

をおすすめしています。

　当日は参加されたお子さんが安全に遊べるよ

うに見守りをするとともに、保護者の方々と交

流し、相談に応じています。

■ブックスタート
　ブックスタートは、すべての赤ちゃんにメッセー

ジを伝えながら絵本をプレゼントする事業です。

赤ちゃんと保護者が絵本を介して心の触れ合うひ

とときを持つきっかけを届けます。

　町では、地域の民生児童委員が事前に絵本の引

換券をお届けし、6～8カ月児教室の時に民生児

童委員や主任児童委員、図書館職員がお子さんに

読み聞かせを行い、絵本をプレゼントしています。

■子サポの行事への協力
　ちびっこ夏まつりやクリスマス会等の子ど

も・子育てサポートセンターの行事の際に、お

子さんと保護者の方が楽しく参加できるようサ

ポートしています。

↑クリスマス会で受付係をする主任児童委員

　厚生労働省は、ひきこもりの定義を｢社会的参

加(就学、就労、家庭外での交遊等)を回避し、

原則的には6カ月以上にわたって概ね家庭にとど

まり続けている状態｣としています。

　そのような状態になった背景は人それぞれ異

なり、回復にはゆっくりと時間をかけることが

大切です。

　町では、ひきこもり等の悩みを相談するきっ

かけとなるよう相談会を開催しています。事前

予約制ですが、当日受付も可能です。下記の二

次元バーコードを読み取るとメールでの予約も

可能です。

　悩み事やちょっと話を聞いてほしいこと等が

ありましたら、ぜひこの場をご活用ください。

■会場
町生涯学習センターなびあす　和室

■日時
1月24日(火)／25日(水)／26日(木)

①午後1時30分～2時30分

②午後2時30分～3時30分
※①または②のどちらかをお選びください。

　相談には、社会福祉士や保健師等が

対応します。相談内容等の秘密は厳守

しますので安心してご相談ください。

※お問い合わせ先　　町健康福祉課(担当･松本/磯辺)　☎32-6704

■予約

予約はこちら

◎相談会

アルコールの飲みすぎに　　
気を付けましょう

　適度な飲酒であれば健康に良いとも言われるアルコールですが、

過度な飲酒が続くことで、肝障害だけでなく膵炎や糖尿病、胃腸障害等、

体の問題が起こりやすくなります。

　年末年始等のお酒を飲む機会が増える今、休肝日をつくり節度ある

飲酒を心がけましょう。

□ほぼ毎日お酒を飲む

□アルコール度数の強いお酒を薄めず飲む

□1日の飲酒量が適量 (ビールなら中瓶1本 )以上になる

□飲むピッチが速いといわれる

□つまみを食べずにお酒を飲むことが多い　

□記憶を失うまで飲むことがある

■飲酒習慣の見直しチェック

□夜12時を過ぎてもお酒を飲むことがある　

□昼間から飲むことがよくある

□脂っこい、塩辛いつまみをよく食べる

□よく二日酔いになる

6個以上チェックがあると生活習慣病を引き起こすリスクが高い

状態といえます。できることから改善していきましょう。

【材料(4人分)】
もやし
白菜
白ネギ 
マイタケ 
だし汁
豚バラ肉　
粒マスタード
ポン酢しょうゆ

1袋 (200 ｇ )
200 ｇ
2本 (160g)　
１パック (80 ｇ )
大さじ 8
200 ｇ　
大さじ 4
好みで小さじ４～

【1食あたり】
エネルギー 262kcal
食塩相当量 0.7ℊ
( ポン酢有り0.8ℊ)

お酒のおつまみに揚げ物より野菜を選ぶ
ことで摂取カロリーが少なくなります♪

■節度ある適度な飲酒を
　節度ある適度な飲酒量は、1日平均の純アルコール量で20g/ 日までが

目安です。女性や高齢者はこれよりもさらに少なくするようにしましょう。

　一度ご自身の飲酒量の純アルコール量を計算してみましょう。

お酒の種類・量

純アルコール量

ビール中瓶1本 /
ロング缶1本
500ml

ワイン2杯
240ml

梅酒1合
180ml

日本酒1合
180ml

焼酎
1/2合・
90ml

ウイスキー
ダブル1杯
60ml

純アルコール量＝飲むアルコールの量(　　　)ml×　　　　　　　　　　　　×0.8アルコール度数 (％ )
100

例：缶ビール350ml( アルコール度数5％ ) の場合 350ml ×　　　 × 0.8 ＝ 14ℊ5％
100

無料
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11/1～11/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔 まちびとまちびと

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

濱　本　喜美子 松 原 102 濱 本 政 一

金　谷　まさゑ 日 向 97 金 谷 玲 子

杉 浦 鷹 夫 郷 市 79 杉 浦 勝 代

田　邉　やよひ 坂 尻 90 和多田　文　雄

山 口 治 和 南 市 69 山 口 和 哉

田 中 伍 一 松 原 89 田 中 俊 晴

中　村　まさゑ 金 山 92 中 村 典 明

竹　仲　シズヱ 小 倉 94 竹 仲 孝 則

港 　 彌 繼 丹 生 89 港 　 一

石 原 　 治 金 山 85 石 原 治 和

知 場 幸 男 日 向 72 知 場 富 雄

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

平 城 颯
そ う ま

真 男 慎太郎・有香 金 山

丸 安 維
い と

人 男 陽平・明日香 大 藪

氏　名 住　所

村　山　智　俊　＆　(小　倉) 茉　海 佐　田

中　野　俊　夫　＆　(　泉　) 春　菜 佐　田

◎ご結婚

美浜町民生児童委員

協議会の会長に選任された

＊会長に選任された今の気持ちを教えてください。
　地域の方の支えや協力があり、長きにわたり活動を続けてこ

られました。世の中は物価高やウクライナ侵攻等、さまざな問

題がありますが、副会長や委員の皆さんと協力しながら、町の

福祉サービスの充実に向けて頑張りたいと思います。

＊今後のどのような活動を行っていきたいですか。
　コロナ禍においてもできることは何かを考え、人と人とのつ

ながりを大切にした活動をしていきたいと思います。

芝井 あさ子　さん (中寺)

はじめてバースデー

人口の動き
人口総数　　　　9,021人(－12)

男　　　　　　　4,427人(－  9)

女　　　　　　　4,594人(－  3)

世帯数　　　　　3,655世帯(－  8)

出生

死亡

転入

転出

応援人口

マイナンバーカード交付率

5人

12人

9人

14人

224人(+ 1) 

58.8％

令和4年12月1日現在※(　)は前月比

1月に満1歳になる子どもたちを紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

石
丸
　
帆ほ
の
か香
ち
ゃ
ん

山
上

お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
る
よ
♪

1.151.4

西　さくら ちゃん 佐田
ごはんがおいしいね！おともだち、
いっぱいできるといいな♪

(関連第9頁)

山
本
　
栞
し
お
り

ち
ゃ
ん

新
庄

ご
飯
と
に
ー
に
が
大
好
き
♡
は
や
く
た

く
さ
ん
の
お
友
達
と
遊
び
た
い
な
！

1.13

広報クイズ
　広報みはま1月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢が｣等の濁音も

一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある言

葉になります。どんな言葉でしょう。

① 子育てを応援します

｢～●〇〇〇〇〇〇〇〇〇・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇～｣

② ｢〇〇〇〇〇〇・〇〇●〇〇〇〇｣の除雪にご協力をお願いします

③20歳になったら｢〇〇〇〇〇〇〇●｣

④ マイナンバーカードを使ってコンビニでお得に

　｢〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇｣できます

⑤ 子ども・子育てサポートセンターの催しをお知らせします

　育児講座｢〇〇〇〇〇●〇〇〇〇｣

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信し
てください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元バーコード】

　締め切りは、1月10日(火)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●12月号の答え　　上野
●応募者総数は27人で全員正解でした。当選の発表
は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

1.28

髙木　乃
の あ

愛 ちゃん 河原市
パパとママだいすきー♡ともだち
いっぱいできるといいなっ☆
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■くらしのカレンダー■

年
始
の
ご
み
収
集･

受
け

入
れ
は
、広
報
み
は
ま
12

月
号
も
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、12月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

1 月の納税 [納期限 1/31（火）] ※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (4期 )、国民健康保険税 (7期 )

(東地区)古紙(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和5年  1 月

15（日）

16（月）

14（土）

13（金）

12（木）

11（水）

10（火）

9（月）

8（日）

7（土）

6（金）

5（木）

4（水）

3（火）

1（日）

2（月）

27（金）

26（木）

25（水）

24（火）
23（月）

21（土）

22（日）

20（金）

19（木）

18（水）

17（火）

28（土)

29（日）

30（月）
31（火）

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今
年
も「
広
報
み
は
ま
」を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
月
号
よ
り
広
報
み
は
ま
の
構
成
等

を
一
部
変
更
し
ま
し
た
が
、お
気
づ
き
に
な
り

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、表
紙
の
広
報
み
は
ま
の
ロ
ゴ
を
変
更

し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
長
年
使
わ
れ
て
き
た
ロ

ゴ
を
変
更
し
、よ
り
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
と
な
る
よ
う
に
と
思
い
を
込
め
た
ロ

ゴ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、新
コ
ー
ナ
ー
を
2
つ
設
け
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、小
学
生
に
夢
を
語
っ
て
も
ら
う
コ

ー
ナ
ー
、も
う
1
つ
は
、は
じ
め
て
の
誕
生
日

を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。こ
の
広
報
紙
が
、子
ど
も
た
ち
や
子

育
て
世
帯
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、子
ど

も
た
ち
自
身
が
登
場
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
増
や

そ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

新
コ
ー
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、1
人
で
も
多

く
の
方
が
、こ
の
広
報
紙
を
読
ん
で
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
、ク
イ
ズ
に
答
え
て
応
募
す
る
と

記
念
品
が
も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
、こ
れ
ま
で

に
な
い
形
式
で
の
出
題
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、是
非
ク
イ
ズ
を
解
い
て
、ご
応
募
く
だ
さ

い
。広
報
紙
を
読
ん
だ
感
想
も
大
歓
迎
で
す
。

率
直
な
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
宥
）

※
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
み
は
ま
12
月
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。正
し
く
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

18
頁
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

誤
：
美
浜
西
小
学
校
の
5
年
生
に
よ
る
合
奏

正
：
美
浜
東
小
学
校
の
5
年
生
に
よ
る
合
奏

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。

元日

官公庁仕事始め

10:00～美浜消防団出初式(耳川左岸)

13:30～美浜町20歳のつどい(なびあす)

成人の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)

  9:00～美子連かるた大会(はあとぴあ)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

13:30～母親学級(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(南西郷公民館)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診

　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

M
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